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ぼw| 第１報では、献立の自動作成のために分類法を用い、栄養所要量だけを考慮した

場合の組み合せ的爆発に対して、好ましくない料理の組み合せを避けられることを報告

した。そこで本報では、料理の組み合わせの適否とそのシステムの使用感を調べ、分類

法の有効性を明らかにする。

[^m] 分類法は前回と同じものを用い、１年間分の献立を15 回作成した。その間に選択

された回数を料理ごと、及び、栄養所要量充足率の設定範囲ごとに調べ、料理の組み合

わせの適否とシステムの使用感について検討した。ここで設定範囲は第１群から第３群

までを0  ～200% とする。第４群に関しては、100% を基準とした。その組み合わせに

よって76 パターンの設定範囲について調べた。

なお、システム開発にはＣ言語を用い、OS はMS-DOS 、機種はEpson 386noteA ＋

40MHDD 等を使用した。また、サンプル献立作成には、Ｃ言語(gcc Ver.1.39)｡OS は

Sun OS 4.1.1 、機種はSPARC SERVER 490 を用いた。

[fe^i 栄養価の条件を変えても、1. 献立作成に選択された料理の回数にはあまり差異

がなかった。2. 同じ料理の組み合わせはほとんどみられなかった。3. 料理の組み合わ

せ数に差はみられなかった。 このことから、分類法を取り入れて家族の条件に近い献立

を作成できることがわかった。しかし、システムの使用感からは。入手困難な材料が入っ

ている料理が選択されるなどの問題があげられミさらに分類法を検討する必要がある。

Ｃ ８　　　女子大 生の 食意識

大妻女 大家政　 ○森岡 加代　 芦田 美保子　 村田 輝子

相川 りゑ子　 八倉 巻和子

目 的　 これ まで に、 女 子大 生の栄 養摂取 状況や 生活時 間、 食行動 などに つい て研究を 継続

し、 い くつ かの問題点 を指 摘し てきた。 今回は、 食行動に 関わ る意識を 食意識とし て捉え

食行動との関連 につい て検討し たので 報告する。

方 法　 調査対象： 本学女子 大生（ 管 理栄 養士専 攻・ 食物栄 養専攻 ）n 歳 から23 歳の527 名。

調査時期:　1991 年６月。 調査方法： 所定 の用 紙を配 布し、 その場 で回収。 調査内容： 食意識

と食行動などについ て アン ケート形 式で 設問。

結果　1.  対 象 者の概 要　 年齢 構成 は18 歳26 ％・19 歳38 ％・20 歳以 上36 ％である。 居住状

況 は自宅81 ％・下 宿11 ％・ 寮8 ％ と自宅 から の 通学 者が多い。 食 に対す る興味は、 栄 養士志

望 であるため、 興 味を もっ てい る者は76 ％と多い。 し かし、 いつ も料理を 自分で作 る者は

10％と少ない。　2. 食行動　 食事 時 間が規則 的な者は、45 ％であ る。　食事を家で とる者

も45 ％であり、 食 事を家族 と食 べる者は、70 ％ と多い。　食 事の選 び方は、 栄 養的（21 ％）

であ るよりも、 おいし さ（68 ％ ）で 選ぶ 者が多 く、 健康 やダイエ ット を気に しながら実際

に` 選ぶと きは、 おいし さが優先す るも のと思わ れる。　　3. 食意 識　 食 意識の項目 につい

ては事前にti　食事のと き、 どん なことを 意識 するが につい て 自由 記入 を行い、 こ れを集

計整 理して63 項目を 設定し た。 さら に各 項目 に、 い つも・ よく・ ときど き・ ほとん どの５

つ の尺度をつけて 回答して もらっ た。 こ れをKENDALL　TAU　B を用い て各 項目 間の関連を み

ると、 食欲、 健康、 ダ イエ ット など多 く の項 目に相関 が みら れた。　また因子 分析によって、

おいし さ・ ダイエ ット・ 健康・ 食欲・ ストレ ス・ 経済 の６因子 を抽出し た。
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